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国際的な取り組みのために
国連は今世紀最後の10年を 「国際防








































成 9 年9 月3 日に答申がなされました。
ワー クショップ参加者
この答申では、地震防災研究基盤の
中核施設として、 「実大三次元震動破
壊実験施設」が位置付けられ、早急な
整備が求められています。
当研究所では、ワー クショップの成
果と航空 ・電子等技術審議会の答申を
ふまえ、国内はもとより、世界各国の
期待に応えるべく、平成10年度の本格
着工に向けて予算要求を行っています。
平成7 年度からの技術開発を含めた総
経費は、約400億円を予定してお り 、阪
神・淡路大震災から 10年目にあたる、平
成16年の完成を目指しています。
（問い合わせ先：実大三次元震動破壊
実験施設計画推進室）
実大三次元震動破壊実験施設
この実験施設では、過去最大の地震と同様の三次
元地震動を起こし、実大の建築物、土木構造物、産
業施設や大型の地盤模型を用い、それぞれの破壊
機構を詳細に知るための実験研究を行います。
液状化の解明 木造住宅の安全性
地盤の液状化現象を再現し、
それによる建物の杭、埋没管
などの被害のメカニズムを調
べます。
橋梁の安全性 l ●-
鉄筋コンクリー ト建物の大地
震による被害を再現し、破壊
に至る過程を詳しく調べます。
各種の木造住宅について、地
盤との相互作用を含めた耐震
安全性や室内家具、設備機器
の安全性を総合的に調べます。
産業施設の安全性
橋脚の被害を再現し、補
強技術の検証を行います。
じ
危険物を内蔵するタンクなどの
地震による破壊や、液体の流出
のメカニズムなどを解明します。
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